
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































把手型 → 2本把手型 → 横挿し腕木型 → 縄引き型
への順で、71.6cm→ 50.8cm→ 45.6cm→ 40.0cmと
漸減していくのが読み取れる。また下臼の摺り面勾
配で見ても、42.0度→ 32.3度→ 26.4度→ 16.2度と、
これも漸減していくのが読み取れる。つまり上臼の
高さと下臼の摺り面勾配とは、様式ごとの平均値と
いう大局的観点から整理すれば、見事に連動してい
るのである。
これは上臼高が高いと摺り面にかかる圧力は大き
くなり、籾が長時間臼内に滞留すると脱_を超えて
砕け米になる危険性があり、早々に臼から排出する
必要がでて勾配は急になる。それに対して上臼が低
いと摺り面にかかる圧力は小さくなり、籾摺り過程
の進行にには時間を要するので、勾配を緩やかにし
て籾が臼内に滞留する時間を長くとるという対応関
係があるものと推定される。
摺り面勾配に関する大宮説の検討　この上臼の高さ
と下臼勾配の連関については、研究史で触れたよう
に大宮守人（1990）が早くに示唆している。大宮氏
は勤務先の奈良県立民俗博物館の木摺臼が摺り面勾
配が緩やか（図からは9度）で、氏が典型的とみた
『奥民図彙』の木摺臼図と異なっている理由を、①
「上臼の高さ＝重さ」と「木臼摺動面の勾配」とは
関係しており、②木摺臼は「新調された後は摩耗に
よって臼目を立て替えるごとに消耗して軽くなって
行く一方である。軽くなるに従って勾配を緩くし、
上臼の籾にかかる荷重を調整したのではないかと推
定できる」とした。この①の「上臼の高さ＝重さ」
と「木臼摺動面の勾配」とは関係するという指摘は、
この図19で民具例から実証されたといえよう。そ
れに対して摩耗によって上臼が軽くなるにしたがっ
て、摺り面勾配を緩くしたのであろうという仮説は
否定され、摺り面勾配は地域によって異なるという
のが正しかったことになる。
ところで民具から見える磨り減りに対する使用者
の対応は、上臼の把手位置を変えることである。つ
まり磨り減りにともなって把手位置が下がってくる
ので、使いにくくなると上に付け替えるというもの
である。4本把手型や2本把手型によく見られるも
ので、駆け足調査のため計測例はわずかだが、No.7
の小川原湖民俗博物館のものでは.12.5cm、No.72の
大石田町立歴史民俗資料館の例では3段階の打ち変
えで、最大14.2cm上に打ち変えている。このよう
に把手位置の変更はするものの、摺り面の目立ては
したであろうが勾配はそのままで推移したものと推
定される。そして大宮氏が分画目木摺臼は木摺臼の
一生の最晩年でとられる選択とした点については、
分画目木摺臼は摺臼の一生とは無関係に、土摺臼が
出現して普及し始めると、木摺臼職人が伝統技術の
上に土摺臼のアイディアを移植した結果現れた混血
型と解しておくのが無理がないと考える。
k 擦り面が周縁のみの木擦臼（図19コラム）
図19コラムには奥会津地方歴史民俗資料館の
「丁丑」銘の木摺臼をあげたが、これは1人引きの
例に挙げたものである。佐々木長生氏は「奥会津地
方歴史民俗資料館には、木摺臼が二点あり、その二
つともが八分画に目を切った回転式のものであっ
た」と述べているが、その1点がこの資料で、放射
目であった。この木摺臼は目のあるのは周縁部だけ
で、その部分の摺り面勾配は6度と緩くなっている。
Ⅳ 木摺臼の伝来と展開
これまで東北地方の木摺臼について調査結果を紹
介し分析してきたが、個々のケースで必要に応じて
COE2班課題2「用具と人間の動作の関係の分析」
を進めたため、全体の流れが見えにくくなっている
と考えられる。そこであらためて東北地方の木摺臼
の分布を見直すことから始めて、その歴史的位置づ
けをおこない、木摺臼の朝鮮半島からの伝来、日本
での改変と伝播、さらに東北地方における変容の歴
史過程を復原したいと考える。
a 東北地方の木摺臼の様式ごとの棲み分け
（図20）
図20は、東北地方における木摺臼の分布を全様
式を同図に示したものである。図には様式が読み分
けやすいよう記号ではなく頭文字で示し、絵画資料
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などから得た情報は（ ）をつけて区別した。青森
県柏村の4本把手型は個人蔵屏風、弘前市の2本把
手型は『奥民図彙』の挿絵でやや不確かな資料、岩
手県前沢町の横挿し腕木型は白山神社絵馬、山形県
村山市は押引棒方式の土摺臼、東根市は青山永耕の
絵、福島県会津坂下町は鷲山義雄『去りゆく農具』、
会津若松市は貞享2年の風俗改帳、郡山市近辺は明
治5年の「安積郡中農具麁絵図」による。
東北地方の調査地点　まずは左肩の調査地点図から
見ていこう。東北地方は初年度の2003年8月から2
年度目の2004年8月まで、13カ月間で6県を駆け足
で回った。その市町村を地図上に落としたものであ
る。このうち福島県の昭和町だけは2006年11月の
私費調査による。1日最低2カ所をめどに多い日に
は5ヵ所ほどを回ったが、それでも空白地点は多い。
青森県では下北地方は手つかずで東半分に空白が多
いし、岩手県では最北部を除く北部は未調査である
し、三陸海岸は種市町を除いて未調査である。宮城
県は北西部は空白だし南部もあまり回れていない。
秋田県は中北部が空白で、山形県は北部と南西部が
未調査である。福島県は北部一帯が空白、太平洋側
もあまり回れていない。このように不十分さをいえ
ばきりがないが、しかしながらともかく曲がりなり
にも6県を一通り回ったこともたしかである。その
上でメインの分布表と見比べることにしたい。
調査地点と分布地図とのずれ　まず青森県は、東半
の南部地方はヒットしているが、西半の津軽地方は
回ったわりには1カ所も木摺臼と出会っておらず、
土摺臼への移行が早い時期に完了していたことを伺
わせる。その点岩手県は回った先では必ずといって
いいほど木摺臼と出会えており、調査地点以外にも
マークが入っているのは、岩手県立農業科学博物館
の収集品である。ところが宮城県に入ると、ほとん
どヒットしていない。ここでも土摺臼への移行が完
了していたと見られる。日本海側では秋田県はわず
かに2カ所だけ、山形県は少し見られたが、岩手県
に比べてその率は格段に低い。ここでも土摺臼への
移行が進行していたと考えられる。福島県について
は、北部はほとんど未調査なのに対して南部は曲が
りなりに東西にわたって調査したが、木摺臼に出会
えたのは西北部の山間地に限られる。この分布は興
味深い事実を反映している。
木摺臼の消滅・残存の背景　今回の調査で、行く
先々でほとんど必ず木摺臼と出会えたのは青森県東
部と岩手県で、この地域は夏にやませが吹いて気温
があがらず、冷害の常襲地帯である。これに対して
日本海側は夏は高温なため、近世から米作地帯化が
進んだ地域である。土摺臼は近江では天正初年にす
でに使われていると考えられるが、一般に普及する
のは江戸時代に入ってからで、『百姓伝記』（1681-
84）には木摺臼の3倍の作業効率だと記されている。
すでに述べたように石高制下では年貢は米納が基本
となり、大名の下に集められた年貢米は大坂や江戸
に送られて米市場で販売され、藩財政を支える主力
商品となった。青森県東部や岩手県では、冷害の影
響で米作が藩財政を安定して支える産業とはなりえ
ず、こうした地域では土摺臼への移行がさほど顕著
ではなかったと考えられ、その反面、近世期に米作
が藩財政を支える主要産業となった地域では、佐々
木氏の指摘したような紆余曲折を経ながらも、結果
的には土摺臼への置き換えが完了していて、木摺臼
はほとんど残っていないという状況となったものと
考えられる。
現状を通して見たかつての分布　さて日本列島内で
は東北地方は木摺臼の残りはいいといっても、いま
見たように地域によっては土摺臼への移行がほぼ完
了していて、かなりの虫食い状態である。この現状
に洞察を加えて、かつての分布を復原してみよう。
福島県までは畿内・西日本からつながる縄引き型
地帯である。ただそれより北にも縄引き型は点在す
る。その北には岩手県南部を中心に横挿し腕木型、
押引棒型が分布する。これは『会津農書』の「片な
わ」があるいはこの部類を指す可能性があり、『会
津農書』で語られた技術革新が定着した地域である。
それと重なりながら やや北に分布するのが2本把手
型で、直挿し腕木押引棒型は、2本把手型地帯で横
挿し腕木押引棒型の影響を受けた混血型であろう。
岩手県北部から青森県については4本把手型で、こ
れは立位と把手操作である点は2本把手型と共通し
ており、2本把手型から派生進化したものと考えら
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れる。
これを身体技法に関わる作業姿勢との関係で整理
すれば、福島県までは座位地帯、その北の岩手県南
部を中心とする地域は菅江真澄が絵を残した地域で
あり、横挿し腕木型・押引棒型地帯であって、ここ
は腰掛け位に収斂する傾向をもつ。それに重なって
岩手県中部以北は立位という分布となっている。
これらがどういう意味を持つかは、木摺臼の伝来
と伝播の分析のなかで考えることにしたい。
b 朝鮮半島の木摺臼（図21）
三輪説の検討　日本の木摺臼は朝鮮半島の木摺臼と
多くの共通点をもっており、朝鮮系渡来人の移住に
ともなって日本列島に持ち込まれたと考えられ、三
輪茂雄（1978）は、「韓国には半回転式の木摺臼が
存在する。そしてこのような半回転式の木摺臼は韓
国に存在する。ただし縄をつけた形跡はなく、横に
出た把手を両手でつかんで、二人が相対し左右に動
かす。（中略）また、軸木は埋込式で貫通せず、さ
らにわが国のものは上臼の上面に軸受板があるが、
韓国には全くない」と共通点と相違点を指摘してい
る。この点を検討するため、まず朝鮮半島の木摺臼
を見ておこう。なお古代の朝鮮系渡来人は一般には
韓国域からの移住者が多いと考えられるが、高句麗
滅亡にともなう難民も来ており、北朝鮮域からの移
住者もいたと考えられる。したがって日本古代の渡
来人を扱う本稿では、あえて韓国という国名ではな
く朝鮮半島という地理的呼称を使うようにしてい
る。
朝鮮半島の木摺臼の特徴　図21は、朝鮮半島の木
摺臼で、計測表の平均値で見ていくと、直径は
38.3cm、把手の高さ78.2cm、臼の全高は110.1cm
で、スリムな2本把手型であり、なかには1本把手
のものもあるようで、往復回転臼であることが確認
できる。『朝鮮半島ノ在来農具』の図解でみれば、
円錐摺り面で放射目であり、ここでも往復回転臼で
あることが確認できる。把手の長さは計測表ではま
ちまちだが、30cmのように長いものもあり、『朝鮮
半島の農法と農民』の30＋26cmのものは、途中で
上向きに曲がった把手である。長い直棒把手では、
『朝鮮半島ノ在来農具』の女性や『韓国の農機具』
の右側の男性のように、両手で操作することがあっ
た。
また下段のコラムを見れば三輪氏の指摘の通り朝
鮮半島の木摺臼には軸受け桟がなく、軸受け桟は日
本の木摺臼の特徴であることが看取できよう。これ
と関連して朝鮮半島の木摺臼を横から見た場合に、
中心軸が上臼縁とり上に突き出ている例はこれまで
見た範囲では見当たらない。日本の木摺臼は軸受け
桟があり、上臼縁近くの軸受け桟を貫通する必要か
ら中心軸は高くなり、中心軸の頂部は上臼縁より突
き出ているものが多いのとは対照的である。
中心軸貫通の有無　三輪氏は「軸木は埋込式で貫通
せず」と断言しているが、この点はどうか。まず
「軸木は埋込式で貫通せず」という意味は、下臼の
頂部に上から軸穴をあけて中心軸を挿し込むが、こ
の軸穴は下臼を貫通しておらず、中心軸の下端は下
臼の中程で止まっている、ということであろう。と
ころで写真の右手、農業博物館も下臼を見ると、中
心軸は異様に短く、かといって頂部に折損した痕跡
もない。これは中心軸が沈没した状態であろう。韓
国の木摺臼を裏返して底面を観察したことはない
が、日本の木摺臼はこれまで観察した例ではすべて
底面は刳り上げられており、この方が腐らず安定も
いい。そして当然ながら中心軸の下端は繰り上げ面
でとどまっており、隙間に楔を打って固定している
ので中心軸は床面からは浮いている。ところが収蔵
庫の木摺臼のなかには収集・移動中に楔が抜け落ち
たのであろうか、中心軸が床面まで落ちて低くなっ
ている例が見られる。農業博物館の例はそのよう状
態と考えると辻褄が合う。まだ調査で確認はできて
いないが、朝鮮半島の木摺臼にも中心軸が貫通する
ものがあると想定される。
いま朝鮮半島の木摺臼の中心軸が下臼を貫通して
いるか否かという、一見どうでもいいような些細な
ことにこだわって検討してきたが、系譜関係の有無
を検討する際には、このような些細なことがじつは
重要なのである。たとえば土に刃を打ち込んで耕す
鍬は、柄に対して鍬平が直角に近い角度でつくとか、
シャベル系の鋤は踏み込みのための肩ないしは踏板
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をもつとかいった機能に直接関係する形態は、系譜
関係のない異なる大陸の民族間でも並行的に発生す
ることがあり、形の類似が即系譜関係をあらわすと
は限らない。それに反して、たとえばモンゴロイド
の特徴とされる蒙古斑のように、生存に直接関係し
ない類似点が系譜関係の有無を立証する有力な手が
かりとなる。したがって民具の形態比較から系譜を
さぐり歴史を復原しようという「民具からの歴史学」
にとっては、一見どうでもいいような些細な点の観
察や比較が重要な意味をもつのである。
c 座位の縄引き型への改変（図22）
それでは、朝鮮半島の木摺臼の形態の特徴が確認
できたことを承けて、日本伝来後の改変点を見てい
くことにしよう。
図22は、朝鮮半島の木摺臼と日本の縄引き型、2
本把手型の類似点と相違点をもとに、3者の系譜関
係を図示したもので、まずは朝鮮半島の木摺臼と日
本の縄引き型の比較から始めよう。
軸受け桟の付加　まず左上図は朝鮮半島の木摺臼
で、朝鮮系渡来人の移住にともなって、彼らの生活
用具として日本列島に持ち込まれたと考えられる。
その真下に配したのは日本の縄引き型で、朝鮮半島
の木摺臼と比較すると、まず①軸受け桟が付けられ
た。木摺臼では上臼の軸穴は同時に籾の供給口であ
り、したがって軸木と軸穴の間には隙間が保たれて
いなければならず、上臼は大きめの軸穴をもったま
ま往復回転することになる。そのため上臼は回転時
にぶれが生じて、1人操作を続けると片減りが生じ
て上臼は傾いてしまう。図21の『朝鮮半島ノ在来
農具』の女性の1人操作する臼も片減りによって上
臼が傾いており、国立民族学博物館に展示されてい
る木摺臼も片減りによって上臼が傾いている。とこ
ろがこれに軸受け桟をつけると、軸受け桟の穴は軸
より少し大きめで回転に支障のない程度の隙間があ
ればよく、これよって往復回転にともなう上臼のぶ
れは止まり、上臼の穴はぶれを気にせずゆとりをも
って籾の供給口としての機能を果たすことができ
る。また軸受け桟の位置は上臼の籾受け漏斗の底よ
りはるかに高いので、ぶれ止め効果は大きい。これ
は籾摺臼としては画期的な発明であり、後の日本人
の特徴とされる正確で緻密な細工を得意とする性格
が、この段階で表れていることに注目しておきたい。
立位から座位へ　第2は棒駆動の立位操作から②の
座位の縄引き型に変えられたことであり、それにと
もなって、③直径は大きく低いずんぐりした臼とな
った。これを計測表の平均値で確認しておくと、a
欄とc欄を比べれば、直径は38.3cmから50.9cmへ
と12.6cm大きくなり、全高は110.1cmから60.7cm
へと50cmほど低くなっている。ではなぜ立位操作
を座位操作に変えたのか。これを作業効率を求めて
といった経済的理由で説明することはできない。作
業効率の点からすれば、立位の方が座位より体の動
きの自由がきくので作業効率を上げるのに適してお
り、この場合はあえて作業効率の悪くなる方向に改
変しているからである。それではふたたび座位に変
えた理由は何かと問えば、あとは使い手の人々が立
位より座位を好んだから、という選択肢しか残され
ていない。使い手の人々が立位より座位を好んだと
なれば、それは使い手の身体技法の問題である。こ
れまで東北地方の木摺臼調査を続け、その資料整理
と分析を重ねてきたが、ここでようやく2班テーマ
の身体技法にたどり着くことができた。
ではいよいよ身体技法に関わった分析に進もう。
座位化は大和・畿内地域でおこった現象　縄引き型
木摺臼の文献史料での初見はすでにふれたように
『枕草子』の「見も知らぬくるべくもの、二人して
引かせて」という記事であり、長徳4年（998）、10
世紀末のことである。12世紀の中尊寺経の見返し
絵や地獄草紙の絵からして、座位の縄引き型と考え
られる。京近辺では中世絵巻の「春日権現験記絵」
（1309）の建築現場で横たえた板材に沿って並んだ
木工職人たちが胡座をかいて手斧を振るっている様
子が描かれているが、これも縄引き型と同じく作業
効率の悪いと考えられる座位であり、京・畿内の
人々は座位を好む身体技法をもちあわせた民族であ
ったことが看取される。
ふたたび朝鮮半島の木摺臼との比較に戻ると、朝
鮮系渡来人によって立位の2本把手型木摺臼が日本
列島に持ち込まれた。それを受けた日本人は立位を
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座位に変えたのであり、10世紀以降に京近辺で座
位の縄引き型がおこなわれていたことや、古墳時代
には奈良盆地・大阪平野・紀伊半島など畿内近辺に
朝鮮系渡来人が多く入植していた事実からして、立
位の木摺臼の座位化は畿内地域で起こった現象と推
定される。
大和政権を構成していたのは非朝鮮系民族　このこ
とは興味深い結論を導くことになる。畿内や周辺は
大和政権や律令国家を支えた氏族の居住地であり、
そこの人々が朝鮮系渡来人の持ち込んだ立位の木摺
臼を座位の縄引き型に変えてしまったのである。つ
まり立位を好む朝鮮系の人々とは違った座位を楽と
感じる身体技法を伝えていた人々であり、消去法か
らすれば朝鮮系ではない稲作民、つまり稲作を日本
列島に持ち込んだ第2の集団と河野が想定している
中国江南地方から来た少数民族系稲作民と考えられ
る。かれらが田植え法や高床式倉庫、いろり、曲物
を日本列島に持ち込み、卑弥呼はこの集団のボスで
あり、かれらが古墳時代をリードして大和政権をつ
くり、やがて畿内政権と評価される律令国家を形成
して全国支配をしたと考えられる。
d 2本把手型は混血型（図22）
この畿内地方に成立した政権、大化改新政府が7
世紀後半に長床犂導入政策を施行して政府モデル犂
を全国の評督に配付していたことをすでに論証し
た。これは犂を追ってきたため長床犂導入政策が見
えてきたのであって、その本体はもっと様々な農具
道具類の全国配付を含む殖産興業政策でたと想定さ
れ、その候補にカラスキと並んでカラを冠するカラ
ウス（碓）、カラサオ（唐竿）のほか、縄引き型木
摺臼も含まれていたであろうと推定している。日本
化、座位化された縄引き型木摺臼はかつて関東以南
の各地に存在し、その北限が福島県であることは大
化改新政府の支配圏と一致し、その想定を裏付ける。
犂については、政府モデル犂の配付の結果、朝鮮
系渡来人の持ち込んだ三角枠犂を使っていた地域で
は、使い慣れた三角枠犂と強圧的に配付された政府
モデル犂との混血型が生まれたことを推定し、多く
の民具例から検証している。この事実を援用すれば、
朝鮮系渡来人集落では、立位の2本把手型と座位の
縄引き型との混血型が生まれたと想定され、いま東
北地方中部に残る2本把手型はその後裔ではないか
と推定している。図22の右枠内に示したように、2
本把手型で立位であることは朝鮮系要素、立位にし
てはずんぐりした本体と軸受け桟は縄引き型からの
継承と見られるからである。犂の混血型からすれば、
2本把手型は本来は中部・関東地方で広く存在した
可能性が高い。
e 木摺臼の東北地方への伝播（図23）
木摺臼が宮城県・山形県以北の東北地方に持ち込
まれた経緯については、律令国家が進めた対蝦夷戦
争の柵戸の入植にともなうものという見当を付けて
いる。今回の東北地方調査では中部・関東地方型の
板鈎引手馬鍬が東北地方の各地に島状に点在し、そ
の周辺にそれを見よう見まねで真似たような引手な
し馬鍬が分布する様子がおぼろげながら見えてき
た。同様のことは唐竿や足踏み碓の点在にも見られ、
縄引き型が東北地方中部に点在することも、その痕
跡ではないかと考えられる。
柵戸の入植者が日本人なら縄引き型を持ち込む
が、朝鮮系渡来人の子孫が入植すれば「2本把手型
を持ち込む。立位を好んだ可能性のある縄文系の
人々は、縄引き型より2本把手型を選択したことは
考えられよう。それが東北地方中部以北に2本把手
型が分布し、さらに4本把手型に進化すると考えら
れる。
f 身体技法から見た東北地方のかつての民族分
布（図20）
ふたたび図20にもどって木摺臼の分布から作業
姿勢の違いを通して使い手の身体技法を復原し、日
本列島の多民族社会史の観点から整理し直すことに
しよう。
座位の縄引き型地帯の福島県は、かつて縄文人の
世界でありながら、『古事記』崇神天皇条に高志道
を進んだ大毘古命と、後の東海道筋を進んだ息子の
建沼河別命が会津で出会ったという伝承や、4世紀
後半の前方後円墳、会津大塚山古墳の存在からして、
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早くから大和化の進んだ地域である。ここは『会津
農書』から17世紀後半に「片なわ」木摺臼への技
術革新が起こっていた地域であり、その「片なわ」
は腰掛け位の横挿し腕木型や押引棒型の可能性もふ
くんでいるが、結局は地域住民には受容されず、伝
統的な座位の縄引き型が継承されてきた。
その北の岩手県南部を中心とする地域は立位の2
本把手型と腰掛け位の横挿し腕木押引棒型が併存す
る地域である。ここでは『会津農書』に記録された
「片なわ」への技術革新が受容され展開して腰掛け
位が定着したのであるが、この地域は歴史的には奥
州藤原氏の平泉政権の所在地を含み、平安時代後期
に上からの大和化が推進された地域でもある。
その北の岩手県北部から青森県にかけては、立位
の4本把手型地帯となっており、座位の縄引き型が
大和化の指標とするなら、その影響が及ばなかった
地域である。
今回の東北地方調査で得た木摺臼の作業姿勢の座
位から腰掛け位、さらには立位へと変化する、南か
ら北へのきれいなグラデーションは、かつての縄文
人居住地域で起きた大和化の歴史的展開の痕跡では
ないか、というのがひとまずの結論である。
おわりに
以上、駆け足で分析してようやく「古代日本列島
の民族分布の復原」の入り口に立った。今回の分析
結果はそれなりに資料にもとづいての推測である
が、まだ他方面からの検証を経ていない第1段階の
仮説である。これ以上の詰めは、地域研究に関して
は地域の文化財関係者や民俗・民具研究者との共同
研究、東アジア的な広がりについては、その分野の
研究者との共同研究で発展させたいと考えている。
その共同研究が将来実現することを願いながら、ひ
とまず括筆することにしたい。
（こうの・みちあき）
身
体
技
法
の
違
い
に
も
と
づ
く
古
代
日
本
列
島
の
民
族
分
布
の
復
原
●
東
北
地
方
の
木
摺
臼
調
査
か
ら
の
古
代
日
本
列
島
の
民
族
分
布
の
復
原
へ
の
見
通
し
【謝辞】
いまの日本の状況下で日本列島の広域比較の機会に恵まれているのは大学関係者であろう。なかでも首都圏の
大学はそうした任務を担わなければならないと日頃から考えてきた。今回神奈川大学21世紀COEプログラムの
メンバーに選ばれて、この機会を活かさなければ皆さんに申し訳ないという気持ちで、がむしゃらに取り組んで
きた5年間であった。東北地方をかけ回ったのは13カ月、盆の前後も年末も返上して、先方さんの都合も十分に
考えないでの飛び込み調査であったが、担当者の方々はいくつもの職務の兼職という多忙さにもかかわらず、問
題の重要性を理解していただいて親切な対応をしていただいた。本稿が曲がりなりにも形をなしえたのは、所蔵
機関や担当の皆さんのご協力のたまものである。記して感謝の意を表したい。また調査資料が多く、整理と分析
に手間取ったこともあって、原稿の入稿が最終便となってしまい、編集社や印刷関係者に多大のご迷惑をお掛け
する結果となった。この誌面を借りてお詫びと感謝を申しあげたい。学内の神奈川大学21世紀COEプログラム
研究推進会議の方々、COE事務局の皆さんにもお世話になった5年間であった。こうした皆さんのおかげで、ひ
とまず報告書が出せたことを、あらためて感謝申し上げたい。
第2部●用具と人間の動作と関係の分析194
【参考文献】
大阪府教育委員会・大阪文化材センター
1987『太井遺跡（その1）─調査の概要─』：55
大島暁雄
1985「籾摺臼をめぐる諸問題─木摺臼と土摺臼─」木下忠・網野善彦・神野善治編『製作技術と物質文化』
日本歴史民俗論集2 吉川弘文館：99-115
1996「農具の発達と受容の諸形態─脱穀調整具を中心に─」黒川直『古代の農具』日本の美術357 至文
堂：91-98
大宮守人
1978「二つの木臼～民俗博物館収蔵品から～」『奈良県立民俗博物館紀要』2：36-48
1982「県内土臼改造痕の比較研究」『奈良県立民俗博物館紀要』6：13-26
1990「新たな収集資料に見る木臼の痕跡」『奈良県立民俗博物館紀要』12：15-24
亀田隆之
1964「八世紀を中心とする農具の利用と施肥」豊田武編『産業史｡』体系日本史叢書10 山川出版社：209
川向富貴子
2007「四季農耕図」絵馬『民具マンスリー』神奈川大学日本常民文化研究所40（4）：1
金光彦
1969『韓国の農器具』：217
河野通明
1998「平安時代の籾摺臼」大阪大学文学部日本史研究室編『古代中世の社会と国家』清文堂：325-343
2004「東北地方の木摺臼の全域調査―身体技法から日本列島の民族的多様性を検出する試み―」『年報　人
類文化研究のための非文字資料の体系化』第1号、神奈川大学21世紀COEプログラム研究推進会議：35-45
2004「民具の犂調査にもとづく大化改新政府の長床犂導入政策の復原」『ヒストリア』188 大阪歴史学会：
194-221
2004「7世紀出土一木犂へら長床犂についての総合的考察」『商経論叢』40（2）神奈川大学経済学会：125-
158
2004「東北地方の引手なし馬鍬」『民具マンスリー』37（1）神奈川大学日本常民文化研究所：15-21
2006「菅江真澄の挿絵に粉本があった？」『民具マンスリー』38（10）神奈川大学日本常民文化研究所：21-
22
佐々木長生
1985「調整・選別用具の発達過程（一）」『民具マンスリー』18（3）神奈川大学日本常民文化研究所：1-11
1986「会津の民具と生活」小林清治編『福島の研究』5：148-169
1989「史料と民具」『民具マンスリー』22（5）神奈川大学日本常民文化研究所：14-17
1966「籾摺臼の変遷をめぐって」『稲作─用具と儀礼─』栃木県立博物館：9-18
高橋昇
1998『朝鮮半島の農法と農民』飯沼二郎・高橋甲四郎・宮嶋博史編、未来社：433,446,453,465,472,531,743
田口昌樹
1988『菅江真澄』秋田文化出版社：322
朝鮮総督府勧業模範場
1925『朝鮮ノ在来農具』：97-99図
古島敏雄
1943、再録1974『近世日本農業の構造』古島敏雄著作集3 東京大学出版会：350-358
1947-49、再録1975『日本農業技術史』古島敏雄著作集6：167
細井雄次郎
2006「俳書「たねおろし」の口絵」『民具マンスリー』39（1）神奈川大学日本常民文化研究所神奈川大学日
本常民文化研究所：19
堀尾尚志
1981「近世における脱穀・調製技術の展開と性格」岡光夫・三好正喜編『近世日本の農業』農山漁村文化協
会：189-206
三輪茂雄
1975『石臼の謎』産業技術センター、増補版1994クオリ
1978『臼』ものと人間の文化史25法政大学出版局：109-124
鷲山義雄
1987『去りゆく農具』歴史春秋出版社：124-125
195
身
体
技
法
の
違
い
に
も
と
づ
く
古
代
日
本
列
島
の
民
族
分
布
の
復
原
●
東
北
地
方
の
木
摺
臼
調
査
か
ら
の
古
代
日
本
列
島
の
民
族
分
布
の
復
原
へ
の
見
通
し
【資料関係】
青山永耕「農耕掛物」（佐藤常雄他編『絵農書2』日本農書全集72 農山漁村文化協会、1999）：150
『会津農書』（日本農書全集19 農山漁村文化協会、1982）：78
『百姓伝記』（日本農書全集17 農山漁村文化協会、1979）：144
『農稼業事後編』（『古事類苑』産業部1 吉川弘文館、1984）：302
『天工開物』
（三枝博音『天工開物』十一組出版社部、1943）：128-129
（鐘廣言註『天工開物』中華書局香港分局、1978）：129-130
（藪内清訳注『天工開物』東洋文庫130、平凡社、1969）：86-87
『菅江真澄全集』第9巻（内田武志・宮本常一編　未来社、1973）：92、261、262、263、287、288
菅江真澄資料センター図録『真澄紀行』（秋田県立博物館、1996）：12
